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性については第1編において述ぺた如く，多発例は腺

　　　　　　緒　　雪　　　　　　　　　　　　　　　　腫様甲状腺腫に圧倒的｝こ多く，その他の腺腫には少な

　単純性結節性甲状腺腫の病理学的研究としては，　　　い。

Btirl〈le－－de　la　Camp①の甲状腺1匝全般にわたる詳細　　　　単純性結節性甲状腺腫のうち腺腫様甲状腺腫以外の

な研究があり，本邦においては桑畑②の報告がみられ　　　腺腫では組織像の如何を問わず結節は限局性で，周囲

る。しかしながらこれらの研究においては単純性結　　の甲状腺組織とは被膜を以つて明瞭に境されている。

節性甲状腺腫と甲状腺組織の過形成（Hyperplasie）　　　また多発例でほ各結節は孤立性に離れて認められる。

との関連性が必ずしも明らかにされていない。最近は　　　しかしながら腺鹿様甲状腺唖においては，多くの場合

Warren⑤の研究によりこの点は可成り解明されて来　　　多数の結節が密集して時として魏状となることもあ

たが，現在なお単純性結節性甲状腺腫の組織学的所見　　　り，結節相互間の境界は不明僚で，結節と周囲の甲状

と肉眼的所見との関連性については不明な点が多い。　　　腺組織との境界郵不明瞭であつて，結節は一側或いは

本研究においてはこの点を追求すると共に，単純性結　　両側腺葉全体を占めることもある。

節性甲状腺腫と甲状腺癌或いは転移性甲状腺腫との関　　　　2．被膜：単純性結節性甲状腺踵のうち腺腫様甲状

連性について検討した。　　　　　　　　　　　　　　　腺唾以外の腺腫は被膜によりよく被包されているが，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　被膜の肉眼的所見特に被膜の厚さは腺唖の組織像にょ

　　　　1研究材料及び研究方法　　　　　　　　　　つて異る。すなわち索状腺腫，管状腺嘘においては被

昭和28年4月より昭和38年12月までにメL［1桝科教室　膜1熔わめて薄く，濾胞状脚1重，乳頭状腺腫・コ・イ

において手術を施行した単純性結節性甲状腺1重661例　　　ド腺腫では被li莫は緻密で厚い。又腺腫様甲状腺踵では

について病理学的検討を行なつた。捌出した甲状腺腫　　　明らかな被膜は講められないが，時としてきわめて薄

を10％ホルマリンに固定レた後，連続的に多数の組織　　　い被膜様構造物を認めることもある。

片を採取し，パラフィン包埋により薄切々片を作成し　　　変性嚢胞においては全例セこJgNma状の厚い被膜を認

tc．染触としてはH直m・t・・yli・－E・・i・染色によ　め，嚢胞の内面にはEII状腺組織を認めなし’・

り組織学的所見の全般にわたる観察を行ない，さらに　　　　3・割面：結節の割面の｛生状は甲状腺腫の組織像に

P。P灘よ磯鰍びLilli・のPAS染欝により　よつて異る詞『なわ螺状腺駆び管状1纈の害1面は
基底膜の観察を行なつた。組織学的観察に際しては多　　　灰白色，実質性で弾性軟であるが・乳頭状腺腫・コロ

数の組織標本について甲状腺唾全体を立体的に観察す　　　イド腺腫及び腺腫様甲状腺腫の割面は赤禍色・ゼラチ

るようにつとめ，とくに破膜侵襲及び豚管侵襲にっい　　　ン様で軟かい。濾胞状腺腫は両港の中間にあつて，そ

ては鵬深く鰹し，必要に応じて連続購・よる組　の緬は髄研1茅びた灰陥で，de一ラチ・様というよ

織標本を作製して検討した。　　　　　　　　　　　　　りほむしろ突質性で弾性軟である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4，嚢胞変性：単純｛生結節性甲状腺腫に黙いては，

　　　　］［研究成績　　　　　　　　　　　　　　　　しばしば種々の程度の嚢胞変性が認められる。単純性

　　A，肉眼的所見　　　　　　　　　　　　　　　　　　結節性甲状腺睡661例を裟胞変｛刻三の有無によつて充実

　1．結節の縮状況・単純性櫛i生甲状腺腫の鏡　性結節，螂分ヲ己難一音羅胞化繍，大部分調1蝕化



118－（457）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　信州医誌第13巻

結節及び完全に嚢胞化した変性嚢胞の4群に分ける
　　　　　
と・嫉性結節は24°例36・3％・大部分充難一鱗　　％

胞化結節は175例26・5％。大部分嚢胞化結節は152例　　　　80

23・0％，変性嚢胞は94例14．・2％である。つぎに単純性

結節性甲状腺腫661例中，変性嚢胞94例を除いた567　　　　70・

例にっいて獲胞変性を組織像別に検討すると，その成

績は表1，図1～6の如く，一般に索状腺腫，管状腺　　　　60

腫の様に分化の程度の低い腺腫程嚢胞変性に陥る傾向

は少なく訊燃樋，，。イド獺の様に分化の程　50

度の高い樋醸胞変性に陥蜴い・しかるに樋様　　40
甲状腺唾は分化の程度が高いにもかSわらず，嚢胞変

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30

　表1　単純性結節性甲状腺腫の組織像と

　　　　嚢胞変性　　　　　　　　　　　　　　　　　　20

索状腺腫　　17
管状腺腫　105
濾胞状腺腫　　55

乳頭状腺腫　　28
コロイド腺1匝　 293

腺腫様甲状腺腫　69

変性嚢胞　　94

充実性

騰1％

13

77

36

3

73

38

76．5

73．3

65．5

10，7

24．9

55，1

大部分
充実性
一　部
嚢胞化

圃％
4

19

14

11

96

31

23。5

18．1

25．4

39．3

32。8

44．9

大部分　　　　　10

嚢胞化

例数％　　　　　　　　充案性　　大部分充案性　大部分嚢胞化

　0　0

　9　8．6

　59・1　　　　％
1450・0　　　　　　　80

］2442，3

　0　0　　　　　70

合　計・61124・136・3【　175126・・li5212・・0　6°

図1索状樋磯胞変性　　　40

一部嚢胞化

60

充実性 嚴ｯ’大部分勲化

性に陥る傾向は少ない。

　以上の成績を総括すると，単純性結節性甲状腺腫の

肉眼的所見はその組織学的分化の程度と密接な関係に

あるが，腺腫様甲状腺腫のみはこれらと趣を異にし，

充実性 女｣大部分嚢胞化　灘謬楼騒繋奪欝の諸点において他
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％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％

80　図4乳頭状｝鞭の嚢腰性　　　80　　　　　腫囑屈包変性

70　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　70

60　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　60

50　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50

40　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　40

30　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30

20　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20

10　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10

．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0

　　　　　　　一部嚢胞化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　゜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以下述べる如くである。

％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　索状腺腫：腺腔の形成は全く認められず，上皮細胞

80　　図5コ゜イ磁唾の嚢胞変性　　は索二伏配列を示し，かつ。。イ彫脚ま全く認められ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ない。間質は浮腫状で比較的多く，その中に可成り多

アo　　　　　　　　　　　くの豚管を認める。腺聯櫛よ非薄な結合繍轍膜で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　被包されている（写真1，2）。
60　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　管状腺腫：腺腔の形成が多少みられ，上皮細胞は管

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　状乃至小濾胞状構造を示し，コロイド形成がわずかに
50　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　認められることもある。間質及び被膜の性状は索状腺

　　　“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　腫とe：　x’同様である（写真3）。

20

10

0

　濾胞状腺腫：濾胞形成が明らかにみられ，濾胞は中

等大である。上皮細胞の高さは中等度でコロイド形成

甲状腺組織の濾胞構造に類似している。腺腫結節を被

包する被膜は結合織性で可成り厚いものが多い（写

真4）。

　乳頭状腺唾1結節の全体或いはその大部分が乳頭

状構造を示す腺嘘組織から成り，時として一部に濾胞

充実性撒殻性大部頒胞化　状腺鰍し’はコ゜イド髄の蹴馳赫・ともあ
一部嚢胞化　　　　　　　　　る。問質及び被膜の性状は濾胞状腺腫とほ．L・同様であ

　　　　　　　　　　　　　　る（写真5）。

　　日．組織学的所見　　　　　　　　　　　　　　　　　コPtイド腺腫：大濾胞状で上皮細胞及び核は扁平

　1，組織学的分類：単純性結節性甲状腺腫を索状腺　　　で，濾胞内にコロイドを充満している。浮腫状間質は

腫，管状腺鵬濾胞状腺腫，乳頭状腺腫，コPイド腺　　　全く認められず，被膜は一般に厚く，時として硝子様

腫，腺腫様甲状腺腫（adenomatous　goiter），変性　　　である（聯真6）。　　　　　　　　　　　　　　　1

嚢胞の7型に分類した。これら各型の組織学的所見は　　　　以上述べた各腺腫においては小葉構造は認められ
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ず，従つて腺腫組織は小葉構造の明瞭な正常甲状組織　　　高いものには少い傾向が認められる。

と被膜をもつて明らかに境されている。この所見は腫　　　　　っぎに豚管侵襲について述べると，豚管侵襲とは

瘍としての形態学的特徴の一つと考えられるもので・　　腺腫組織内或いは被膜内に発達した血管或いはリンパ

従つてこれらは腫瘍的性格を具備する甲状腺腫と考え　　　管の中に腺腫細胞群を認めるものであつて・写真11に

られる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　示す如く，比較的大きな細胞塊を認めるものから，写

　腺踵様甲状腺腫（adenomatous　goiter）：濾胞構　　　真12に示す如く，比較的少数の細胞群を認めるものま

造及びコロイド形成は，コuイド腺腫とほゴ同様であ　　　で種々の段階がある。また写真13に示す如く・豚管内

るが，小葉構造が明僚に認められ，小葉の一部が結節　　　に侵入した腺腫細胞に退行変性がみられることも時と

状に増殖したと思われる所見を示すこともある。また　　してあるが，このようなものも豚管侵襲として取り扱

被膜は不明瞭で，小葉間結合織が被膜様構造を示すこ　　つた。また豚管内に数個の腺腫細胞が認められる場合

ともあり，正常甲状腺組織との境界が明らかでないこ　　　には，組織標本作製上の過誤によるものと区別する為

とが多い。浮腫状間質は全く認められない（写真7）。　　に連続標本を作製して検討した。このような豚管侵襲

この所見は過形成（Hyperplasie）としての形態学的　　　の頻度は567例中31例5・5％であつて・これを組織像

特徴と考えられるもので，従つて腺腫様甲状腺腫は過　　別に検討すると，表2に示す如く・豚管侵襲は索状腺

形成的性格の強い甲状腺腫と考えられる。　　　　　　　腫に最も多くみられ，ついで管状腺種・乳頭状腺臨

　変性嚢胞：厚い結合織性の被膜よりなり，内面に甲　　　濾胞状腺腫の順序に多く・コロイド腺腫・腺腫様甲状

状腺組織を全く認めず，暗褐色の液体を入れており，　　腺腫には認められない。すなわち豚管侵襲の頻度は被

既存の腺腫の嚢胞変性によるものと考えられる（写　　　膜侵襲のそれと同様に組織豫と密接な関係があつて・

真8）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　組織学的に分化の程度の低い甲状腺種にはll永管侵襲は

　2．被膜侵襲及び豚管侵襲：単純性結節性甲状腺腫　　　多く，分化の程度の高いものには少ない傾向がみら

661例中変性嚢胞94例を除いた567例について被膜侵襲　　　れる。

及び豚管侵襲について検討した。　　　　　　　　　　　　以上は被膜侵襲と豚管侵襲とを夫々別個に検討した

　まず被膜侵襲について述べると，被膜侵襲とは腺腫　　　成績であるが，つぎにこれら両看が共存する頻度は

組織の一部が腺腫組織とつながりをもつたまN阪膜内　　　567例中20例3，5％であつて，これを組織像別に検討

に侵入しているものであつて，写真9に示す如く，極　　　すると表3に示す如く，両者の共存は索状腺腫に最も

めて高度の被膜侵襲から，写真10に示す如く，比較的　　　多く見られ，ついで管状腺腫・乳頭状腺瞳の順序に多

軽度の被膜侵襲に至るまで種々の段階がある。これら　　く，濾胞状腺鳳コロイド腺腫及び腺腫様甲状腺腫に

の被膜侵襲は567例中47例8．3％に認められ，これを　　　は諏められない。すなわち被膜侵襲及び豚管侵襲の共

組織様別に検討すると表2に示す如く，被膜侵襲は索　　　存の顕度は1両春がそれぞれ単独に存在する頻度とほ

状腺腫に最も多くみられ，っいで管状腺腫，濾胞状腺　　　x’同様に，甲状腺腫の組織学的分化の程度と密接な関

腫，乳頭状腺腫の順序に多く，コロイド腺腫，腺腫様　　　係が認められる。

甲状腺腫には認められない。すなわち被膜侵襲の頻度

は組織像と密接な関係があつて，組織学的に分化の程　　　　表3　被膜侵襲及び豚管侵襲の共存例

度の低岬状囎こは撒騰よ多く・分化の繊の @　　　　昨例1％
表21　被膜侵襲及び騰侵襲　　　　　索状腺lwo　17
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　管状腺腫105

索　状腺　腫　17
管　　：りこ　腺　　腫　　105

濾胞状腺腫　55
乳頭状腺腫　28
コPtイド腺腫293
腺腫様甲状腺腫　　69

被膜侵襲

例数1％

11

28

6

2

0

0

64．7

26．7

10，9

7．］．

　0

　0

豚管侵襲　　　　　濾胞状腺腫　　55

剛％　響，鴨醤、ll
　　　　　　　　　腺腫様甲状腺腫　　69
7

20

1

3

0

0

41．2

19，0

6

13

0

1

0

Q

35．3

12，4

　0

3．6

　0

　0

・．・　合　計567i・・1…
1° U7

　　　　　　3．異型的増顛：単純性結節性甲状腺腫において
　0

合　計S67　14718・31311　15・5　みられな、、、・詩として顯・4，。示す如く，M則正・
一一一
@　は，上皮細胞は多くは規則正しく配列し，異常増殖は
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　H－E　100x
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　　列し，腺腔及びコロイドの形　1

　　成はみられない。被膜は非薄　　　・　　　　　　　　　　　　tt　　　・．

である・
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箸欝嵩欝膿懲：∴輪11躍，蝦顎騨懸籔灘混．．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　槻恥，　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．浮
　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・［t

　　　　　　　　　　　　　　　げゆ　　　　　　　’　　　ぼ

　　　　　　　　　　　　　　　鐸．　　　　　　　　　　　．　　。、　　　．『　　u　　　　晒　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．組　　　・．　tA　　　．　ム蓋、擢　　．　　　’‘　　　　　一．　、、　，・一
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写真　4

　H－E　100×
　濾胞状腺腫：濾胞は中等大で，

　上皮細胞の高さは中等度，コ

　　ロイドの形成は充分認められ

　　る。被膜は厚い。

写真　6

　H－E　100×
　コロイド腺腫：大濾胞状で上皮

　細胞及び核は扁平で，コロイ

　　ドを充満している。被膜は厚

　いo
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が明瞭に認められる。
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沸，画g．」　　！9。。　．・　　　　　　　　　　　　　被膜侵襲：
　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ

淘

写真11

H－ElOOx
豚管侵襲：

膨…漉 @・執縞罐遭齢㌔
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M〈AE4侵襲：豚管内の腺腫細胞に

退行変性が認められる。

写真14　　　譲鵜諺勲　酬繧融▼覇”

　　　　　　　　　　　　簸確・9．鰐鱗撮　　・・
　　　　　　　　　　　。メ1鴬　　，・y「　3蝋漁　：・’饗・ζz　．　．　、

　　　　　　　　　　　me獺麟影縄魏蹴
　　　　　　　　　　　瀕…講繋1韓灘礁

　　　　　　　　　　　歪蹴ett／．叡繋．甥謹i・～震難

写盲15　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　轟　　L
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写P．、－16

“s　曜　られるh9，　E上方の濾騰造の

写真17
　鍍銀（Pap）400×
　濾胞状腺腫では基底膜は明瞭で

　ある。

写真18
　鍍銀（Pap）400　x

　コロイド腺腫では基底膜は厚

　いo
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、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　認畢

4　　　　　　　　・r　　　　到
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い細胞配列を示す甲状腺瞳組織の一部に細胞配列の不　　　と相接し，時には写真21の如く，濾胞は豚管内に強く

規則，核の染色性の多様性，異常増殖像等いわゆる異　　　膨隆し，基底膜及び詠管内皮の破綻により濾胞上皮細

型的増殖を示すものがある。これらの頻度は567例中　　胞の一部が豚管内へ侵入せんとする所見を示すことも

ユ05例t8．5％である。これを組織像別に検討すると表　　ある。この所見は豚管侵襲機転を示唆するものと考え

4に示す如く，異型的増殖は索状腺腫に最も多く見ら　　　られる。

れ，ら，、・で管状腺腫，乳頭状腺腫，濾胞状腺腫、コPt

イド腺腫，腺腫様甲状腺腫の順序に多い。すなわち異　　　　　　　　　考　　按

型的増殖の頻度は組織像と密接な関係があつて，組織　　　　単純性結節性甲状腺腫の肉眼的所見にっいては，

輔に牙化の醸の低い甲状灘・・存蝦型蝋殖は多　Warre・＆M・iss…＠，　L・h・y⑤・A・ker…⑥

く，分化の程度の高いものには少ない傾向がある。　　　Robbills⑦等の記載がある。本研究においてはまず単

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　純性結節性甲状腺腫の結節の発育状況，被膜，割面，

　表4　　　　異　型　的　増　殖　　　　　　　　　嚢胞変性等について甲状腺腫の組織豫別に比較検討を

索　状　腺　腫　　17
管　 ’4犬1　　腺　　 腫　　　105

濾胞状腺腫　55
乳頭状腺腫　28
コ・ロイド腺月重　293

腺腫様甲状腺腫　　69

　異型的増殖　　　行なつた・
　　　　　…．．t　　　　　結節の発育状況については，腺腫様甲状腺腫以外の
例　　数　　　％
　　　　　　　　　　　　腺腫では組織豫の如何を問はず結節は限局成であつ
13

53

13

10

14

2

76’5　　　て，周囲組織とは被膜を以つて明瞭に境されている。
50’　5 @　　また多発例では各結節は互いに離れて孤立性に存在し

23．6
　　　　　　ている。これに反し腺腫様甲状腺腫では多数の結節が
35。7

4，8　密集し繍節の麟は不明1瞭で・繍と融繍と
2，g　　　の境界も不明瞭である。腺腫様甲状腺腫以外の腺腫と

合　計s67　－i　・05　118・5一燵瀦姿塁翻瓢、替竺鑑亨瀧瓢

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　べた如く，この両老の間には結節の多発性についても

　4，基底膜：単純性結節性甲状腺腫の濾胞の基底膜　　　明らかな相違が認められる。すなわち腺腫様甲状腺腫

構造はその組織豫によつて多少異なる。即ち索状腺腫　　　以外の腺腫では単発例が圧倒的に．多いのに反し，腺腫

においては基底膜の形成はきわめて不明瞭で写真15　　様甲状腺唾では多発例が圧倒的に多い。

に示す如・く，索状に配列した上皮細胞の間に不完全な　　　単純性結節性甲状腺腫のうち腺腫と腺腫様甲状腺腫

膜様構造物が散見されるにすぎない。また管状腺腫で　　　との間にみられるこのような肉限的所見の相違は両渚

はぎわめて薄い基底漠の形成がみられるが，濾胞構造　　　の本質的相違の一端を示すものである。

の不朋僚な部位では基底膜構造も不明瞭である（写真　　　単純性結節性甲状腺腫のうち，腺腫様甲状腺腫以外

16）e－　t，fi濾胞状腺腫，乳頭状腺腫，コロイド腺腫及　　　の腺腫は一般に被膜によりよく被笛されているが，彼

び腺腫様甲状腺腫においては写真17に示す如く，各濾　　　膜の肉眼的所見就中被膜の厚さは甲状腺腫の組織像に

胞を囲緯する基底膜は明瞭で，とくにコPイド腺腫に　　　よつて多少異る。すなわち組織学的分化の程度が低

おける基底膜は厚いものが多い（写真18）。すなわち　　　く，コPtイド形成の少ない索状腺腫ド管状腺腫等では

基底膜の形成は組織際と密接な関係があつて，組織学　　　破膜は薄いが，分化の程度が高く，コPイド形成の著

的に分化の程度の低い甲状腺腫においては基底膜構造　　　しい濾胞状腺腫，コロイド腺腫等では破膜は一般に厚

は不明瞭で，分化の程度の高いものにおいては明瞭で　　　い。しかるに腺腫様甲状腺腫はコロイド腺腫と同様に

ある。，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　組織学的に分化の程度が高いと考えられるが被膜は認

　以上述べた基底膜の所見ぽ異型的増殖のない部分に　　　められない。以上述べた如く，単純性結節性甲状腺腫

おける所見であるが，異型的増殖のある部分における　　のうち，腺腫様甲状腺腫以外の腺腫の被膜の厚さは腺

基底膜構造は組織籐とは無関係で，写真19の如く，一　　　腫の組織学的分化の程度及びそれにともなうコ戸イド
般に異型的増殖が高度になるに従つて基底膜の構造も　　形成と密接な関僚にある。教室の松岡⑧，飯田⑨等は

不明瞭となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　これと同様な所見を甲状腺癌において認めている。そ

　つぎに単純性結節性甲状腺腫における濾胞の基底膜　　　れによると甲状腺癌のうち分化型の癌と考えられる

と豚管との関係について検討してみると写真2（1に示す　　　乳頭状腺癌及び濾胞状腺癌には，コロイド形成が認め

如く，‘ ﾘ管を囲続する濾胞の基底膜の一部は豚管内皮　　ちれ，被膜様結合織の形成は著明であるが，未分化型
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の癌である単純癌にはコロイド形成は認められず，被　　　陥り易いものと考えられる。しかるに腺腫様甲状腺腫

膜様結合織の形成も認められない。　　　　　　　　　　のみは趣を異にし，その組織像は分化の程度の高い甲

　以上の成績から甲状腺癌におけると同様に，単純性　　　状腺腫と考えられるが，明らかな被膜は認められず，

結節性甲状腺腫においても被膜の形成にはコロイドが　　　かつ嚢胞変挫に陥る傾向は少ない。以上述べた如く単

重要な役割をなしているものと考えられる。しかるに　　　純性結節性甲状腺腫の肉眼的所見は甲状腺腫の組織像

腺腫様甲状腺腫は組織学的にはコロイド腺腫と同様に　　　と密接な関係にあり，甲状腺腫の肉眼的所見から組織

分化した甲状腺腫と考えられるが，明らかな被膜は認　　　像を或る程度類推することが出来る。また単純性結節

められないことが多い。すなわち被膜の肉眼的所見に　　　性甲状腺腫のうち腺腫様甲状腺腫は結節の発育状況，

おいても腺腫と腺腫様甲状腺腫との間には明らかな相　　　被膜，嚢胞変性等の点において他の腺腫と全く異なる

違が認められる。　　　　　　　　　　　　　　　　　所見を示しており，腺腫様甲状腺腫とそれ以外の腺腫

　単純性結節性甲状腺腫の割面の肉眼的性状は，甲状　　　とは本質的に異なるものの如く考えられる。

腺腫の組織籐と密接な関係にある。組織学的に分化の　　　単純性結節性甲状腺腫の組織学的分類としては，

程度が低く，コロイド形成の少ない索状腺腫，管状腺　　　Warren＆Meissner④による分類が一般に用いら

腫等では灰白色e．実質性であり、分化の程度が高く，　　れている。それによると腺腫様甲状腺腫を腺腫と別個

コロイド形成の多いコロイド腺腫，腺腫様甲状腺腫等　　　に扱つており，腺腫をfollicular　typeとpapillary

では赤褐色，ゼラチン様である。また分化の程度から　　typeとに大別し，前者を更にembryonal　adenoma，

は両潜の中間と考えられる濾胞状腺腫は割面の肉眼的　　　fetal　adenoma，　simple　adenoma，　colloid　ade一

性状も両者の中間を示している。　　　　　　　　　　　nomaに細分している。この分類法は一見合理的のよ

　以上述べた単純性結節性甲状腺腫の害U面の肉眼的性　　　うであるが，papil1ary　typeにはfol1icular　type

状は，甲状腺腫の組織像と轡撞な関係にあり，甲状腺　　　のr・1コの＄iniple　adenQma或いはcQIloid　adenoma

腫の細胞成分とコPイド成分の量的関係によつて決定　　　が乳頭状に増殖したものも含まれ，従つてpapillary

されるものと考えられる。　　　　　　　　　　　　typeとfollicular　typeとは明らかな相違はない

　単純性結節性甲状腺腫の嚢胞変性については隈本　　　ものと考えられる。またfollicular　typeの中の

等⑩による統計的観察がみられるが，多数例について　　embryonal　aden。maは濾胞状構造を全く示さず，

詳細に検討した成績は少ない。著者はまず単純性結節　　　上皮細胞が索状（trabecular）に配列しているもの

性甲状腺唖661例を嚢胞変性の程度によつて充突性結　　　であって，濾胞状構造を示さないものをfollicular

節，大部分充実性一r部嚢胞化結節，大部分嚢胞化結節　　tSpeに入れて取り扱うことにも問題がある。以上の

及び完全に嚢胞化した変性嚢胞の4段階に大別して観　　理山から著者はWarren＆Meissnerの分類を参考

察した。その成績は充実性結節36・3％，大部分充実性　　　としてつぎに述べる如く分類した。すなわちまず単純

一部嚢胞化結節26．5％，大部分嚢胞化結範23・0％，変　　　性結節性甲状腺腫のうち腺腫様甲状腺腫以外の腺腫を

性購胞14．2％である。すなわち滋純性結節性甲状｝聾睡　　　その組織構造に従って索状腺腫，管状腺腫，濾胞状腺

の約2んに種々の程度の醜胞変性が認められ1全く充　　腫，乳頭状腺腫，コvイド腺1臨変性嚢胞と分類しあ

実性であるものは約1んである。嚢胞変性は甲状腺腫　　　えてfollicular　typeとpapillary　typeに分けな

の組織像によつて異なり，これを組織像別に検討する　　　かつた。これらのうち索状腺臨管状腺腫，濾胞状

と，索状腺腫，管状腺腫等分化の程度の低い腺腫程嚢　　　腺臨コロイド腺腫の4型は腺腫の組織学的分化度に

胞変性に陥る傾向は少く，乳頭状腺腫及びコPイド腺　　従つた分類であり，乳頭状腺腫は主として濾胞状腺

腫の如く分化の程度の高い腺腫程嚢胞変性に陥り易　　　瞳，及びコロイド腺腫が乳頭状増殖を始めたいわば特

い。これは分化の程度の低い腺腫は実質性で細胞成分　　　殊型と考えられる。また変性嚢胞ば既存の腺腫の嚢胞

に窟み，コロイドは少なく，また組織学的所見の顔で　　　変性によるものである。以上の分類とwarren＆

述べた如く，浮腫状間質には多数の豚管を認め，被膜　　　Meissnerのそれとを比較すると，著者の索状腺腫は

は一般に薄く，甲状腺腫の血液循環はよく保たれて’い　　Warren＆Meissnerのembryonal　adenomaに・

る為に嚢胞変性に陥る傾向が少ないものと考えられ　　　管状腺腫はfetal　adenomaに・濾胞状腺腫はsim一

る。これに反し分化の程度の高い甲状腺腫はコロイド　　ple　adeuomaに桐当する。また著者が変性嚢胞と

に窟み，細胞成分は少なく，かつ豚管を伴つた浮腫状　　　して取り罎りたものをWarren＆Meissnerは

間質は少なく，また被膜は一般に厚く，甲状腺腫の」血　　mlclassified　adenomaの中に入れている。

液循環は不充分であると推測され，従つて嚢胞変性に　　　　以上述べた腺瞳様甲状腺腫以外の腺腫においては小
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葉構造は全く認められず，腺腫組織は小葉構造の明瞭　　一部が特に強く増殖することによると考えられるが，

な正常甲状腺組織と被膜を以つて明らかに分離されて　　　癌の場合の被膜侵襲とは異なりあくまで良性腫瘍と

おり，腫瘍としての形態学的特徴が認められる。これ　　しての限界内にとYまっていることが特有である。従

に反し腺腫様甲状腺唾においては小葉構造が明瞭に認　　　つて被膜侵襲自体には悪性的性格はなく，むしろ被膜

められ，被膜は不明瞭で，正常甲状腺組織とめ境界は　　侵襲を招来する程の腺腫組織の増殖は同時に豚管侵襲

明らかでないことが多い。以上の所見から腺腫様甲状　　を惹起する可能性があることに意義があるものと考え

腺腫はむしろ過形成（Hyperplasie）としての形態学　　　られる。　Graham⑪，　Warren⑯等は腺腫の悪性度と

的特徴を示しているものと考えられる。　　　　　　　、いう立場から被膜侵襲よりも豚管侵襲を重要視してい

　以上述ぺた腺腫及び腺腫様甲状腺腫の肉眼的並びに　　　る。豚管侵襲は腺腫組織内或いは被膜内の発達した血

組織学的所見を総括すると，両者の間には明らかな差　　管或いはリソバ管の中に腺腫細胞群を認めるもので，

違が認められ，腺腫は唾蕩的性格を具備する甲状腺腫　　　比較的大きな細胞塊を認めるものから，小数の細胞群

であり，腺腫様甲状腺踵は過形成的性格の強い甲状腺　　　を認めるにすぎないものまで種々の程度の豚管侵襲

腫であると考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　がみられるが，これらをすべて豚管侵襲として取り扱

　Blirkle－de　la　Camp①は単純性結節性甲状腺腫の　　　つた。その結果豚管侵襲は567例中31例5・5％に認め

すべてを腫瘍と考えているが，Warren＆Meissner　　られ，これを組織像別に見ると被膜侵襲とeg．・X’同様

④はadenbmaを腫瘍と考え，　adenQmatous　goiter　　に，索状腺腫に最も高く，管状腺腫，乳頭状腺腫，濾

を甲状腺腫地方に発生するHyperplasieと考えてい　　胞状腺腫の順に低くなり，コロイド腺腫及び腺腫様甲

る。しかしながら本邦においては地方離甲状樋の　状腺腫には認められなし・。この成績はWarr・n⑯の報

存在は明らかでないので，著者の症例中の腺腫様甲状　　　告とほN’同様であるが，著者は濾胞状腺腫の1．8％に

腺腫をWarren＆Meissnerに従つて地方病性甲状　　1泳管侵襲を認めているのに反し，　Warrenは著者の濾

腺腫と考えることは出来ない。　　　　　　　　　　　　胞状腺腫に相当するsimple　adenomaに豚管5侵襲を

　腺腫における被膜侵襲及び豚管侵襲については1924　　認めていない。この相違は最初に述べた如く，豚管侵

年Graham⑪が詳細に記載して以来病理学者によつ　　　襲の組織学的基準の相違によるものと考えられる。

て駐意されるようになつた。現在では被膜侵襲或いは　　Graham⑪，　Clute⑫等は豚管侵襲を腺腫細胞が｝1永管

豚管侵襲のみられる腺腫をi血vasive　adenoma或い　　　内で増殖しているものに限定しているのに対し，著者

はadenoma　with　invasionとして悪性甲状腺腫に　　　は本研究においては細胞集団の大小，増殖の有無にか

入れて扱つている学者が多い⑫一⑯。しかしながらこ　　　xbらず腺腫細胞を豚管内に認める場合は，すべて豚

れらのうち被膜侵襲及び豚管侵襲の組織学的基準を明　　　管侵襲とした。従つて豚管侵襲に関する彼我の成績に

らかにしている入は少なく，従つて被膜侵襲及び豚管　　　多少の相違がみられるのは止むを得ないであろう。

侵襲は研究者の立場により可成り相違があるものと考　　　またGraham⑪，　Clute⑫，　Warren⑯等は豚管侵襲

えられる。著者は本研究において，まず被膜侵襲及び　　　のある腺腫の申に転移を有する症例があることから，

豚管侵襲の組織学的基準を明らかにし，しかる後単純　　　豚管侵襲を有する腺腫をすべて悪性甲状腺腫として取

性結節性甲状腺腫にみられるこれらの侵襲の意義に関　　　り扱つている。しかしながら本研究においては豚管内

して検討を行なつた。まず被膜侵襲に関しては腺腫組　　　に腺腫細胞を認めるものをすべて豚管侵襲として取り

織の一部が，腺腫組織とつながりをもつたま玉被膜内　　扱つたので，これら豚管内の腺腫細胞のすべてを転移

に侵入しているものをすべて被膜侵襲とした。従つて　　　の源と考えることは困難である。教室においては現在

こ』に述べる被膜侵襲は可成り高度なものから，比較　　　までに5例の転移性甲状腺腫を経験しているが，これ

的軽度なものに至るまで腫々の程度のものが含まれ，　　　らの5例のいずれにおいても，，比較的大きい細胞集団

567例中47例8．3％に認められた。組織陳別にみると　　の豚管侵襲を認めている。この察実から比較的大きい

その顕度は索状腺腫では64・7％で最も高く，ついで管　　　細胞集団の豚管侵襲例については，転移の可能性を或

状腺腫，濾胞状腺腫，乳頭状腺腫の順に低くなり，コ　　　る程度推測することが幽来る。しかしながら豚管侵襲

Ptイド腺腫及び腺腫様甲状腺腫には認められない。す　　　を伴なう甲状腺腫をただちに悪性甲状腺腫と考える

なわち被膜侵襲の頻度は組織像と密接な関係にあり・　　　ことには賛意を衷し難く，むしろ一般に良性腺腫と考

組織学的分化の程度の低いもの程被膜侵襲の頻度は高　　　えるべきで，これを放置すれば転移を生じて転移性甲

く，分化の程度の高いもの程低い。　　　　　　　　　　状腺腫に発展する可能性を有するものと考えたい。

　単純性結節性甲状腺腫の被膜侵襲は甲状腺腫組織の　　　　単純性結節性甲状腺腫が，悪性変化を起すことに関
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しては数多くの報告⑫⑰⑱⑲⑳⑳がみられるが，これ　　　あると考えられる。裏実著者の成績においても分化の

らはいずれも甲状腺癌を臨床的並びに病理組織学的に　　　程度の低い腺腫では被膜侵襲，豚管侵襲，異型的増殖

検索した結果，甲状腺癌の中に既存の腺腫が悪性化し　　等の頻度は高く，腺腫組織の増殖が旺盛なることを示

たと考えられる所見を認めたものである。署者は教室　　　している。

における降旗⑫，飯田⑬等の研究にもとずき，単純性　　　著者は，単純性結節性甲状腺腫にみられる異型的増

結節性甲状腺腫の異型的増殖を検討することにより，　　　殖の所見から単純性結節性甲状腺腫の中に潜在する癌

単純性結節性甲状腺腫が悪性変化を来たす可能性を追　　　化の可能性を推察したが、異聖的増殖を基底膜構造か

求した。異型的増殖は567例中105例18．5％に認めら　　　ら考察すると，異型的増殖が認められる部位では基底

れ，組織零別にその頻度を見れば索状腺腫に最も高　　　膜購造は一般に不明瞭である。すなわち異型的増殖が

く，管状腺臆乳頭状腺腫，濾胞状腺腫，コロイド腺　　　認められる部位では腺腫組織と聞質との発育の平衡関

腫，腺腫様甲状腺腫の順に低くなる。すなわち異型的　　係が乱れ，腺腫組織の一方的な増殖が起つているもの

増殖の頻度は組織豫と密接な関係にあり，組織学的に　　　と考えられ，これは癌化の可能性を裏付ける根拠の一

分化の程度の低いもの程異型的増殖の頻度は高く，分　　　っとなるものであろう。

化の程度の高いもの程低い傾向にある。これらの異型　　　　単純性結節性甲状腺腫における濾胞の基底膜と豚管

的増殖は比較的軽度のものから，可成り高度のものま　　　内皮との関係から豚管の侵襲機転の一端を示峻する成

であつて，時として癌との鑑別がむつかしいこともあ　　　績を得たが，これは今後更に検討を要する重要な問題

る。したがつて，これらの異型的増殖をもつて直ちに　　　である。

癌化の過程と考えることは出来ないとしても，単純性

結節性甲状腺腫に潜在する癌化の可能性を推察するこ　　　　　　　　結　　論

とは出来るものと考えられる・すなわち単純性結節性　　　昭和28年4月より昭矛ll38年12月までの10年9ヵ月問

甲状腺腫のうち組織学的に分化の程度の低いもの程異　　　に丸田外科教室において手術を施行した単純性結節性

型的増殖の獺度は高く・従つて癌化の可能性も高いも　　甲状腺腫661例について病理学的検討を行ない次の結

のと考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　論を得た。

　以上の異型的増殖の成緻と1被膜侵襲及び豚管侵襲　　　　］．単発性なると多発性なるとを問はず結節は一般

の成績とを綜合すると・単純性結節性甲状腺腫のうち　　　に被膜によりよく被包され周囲甲状腺組織との境界醸1

組織学的分化の程度の低いもの程異型的増鵜被膜侵　　　明瞭であるが，ひとり腺腫様甲状腺腫では明らかな被

襲及び豚管侵襲の麺度は高く，従ってこれらを放置す　　膜はなく，周囲甲状腺組織との境界も不明瞭である。

れば癌化の可能性或いは転移性甲状腺腫に発展する可　　　　2．結節の被膜形成の程度特にその厚さは甲状腺腫

能性が高く，従つてこれらの腺腫は外科臨床上特に注　　　の組織学的分化の程度及びコロイド形成の多少と密接

意を要するものである。　　　　　　　　　　　　　　な関係がある。　　　　　　　　　　　　1

　基底膜の形態学的構造及びその病的変化については　　　　3，結節の割面の性状はその組織像，とくに細胞成

本邦では武藤⑳並びにその門下⑳一⑳による広範な研　　　分とコPイド成分との量的関係と密接な関係にある。

究がある。武藤⑭は腫瘍組織における基底膜の形成に　　　　4．腺踵の組織学的分化の程度の低いもの程嚢胞変

ついて考察を行ない，悪性腫瘍においては癌実質と間　　　性に陥る傾向は少なく，分化の程度の高いもの程嚢胞

質が平衡関係を保ちつX発育している間は基底膜の形　　　変性に陥り易い。しかしながら腺腫様甲状腺煽のみは

成は良好であるが，両者の平衡関係が乱れ，癌実質の　　　趣を異にし，組織学的には分化の程度は高いが嚢胞変

発育が一方的になるに従つて，基底膜の形成が不完全　　　性に陥る傾向は少ない。

になると述べている。単純性結節性甲状腺働こおける　　　　5．単純性結節性甲状腺腫セこおいて腺腫と腺腫様甲

基底膜に関する著者の成績では組織学的に分化の程度　　　状腺腫とは肉眼的所見においてのみならず，組織学的

が低く，濾胞構造の不明瞭な索状腺腫，管状腺腫では　　所見においても著しく異なつていて腺腫は腫瘍的性格

基底膜は不明瞭であるか或いはきわめて薄いが，組織　　　を具備する甲状腺腫であり，腺腫様甲状腺腫は過形的

学的に分化の程度が高く，濾胞構造の明瞭な濾胞状　　性格の強い甲状腺腫であると考えられる。

腺腫，乳頭状腺腫，コロイド腺腫，腺腫様甲状腺腫等　　　　6．被膜侵襲，肱管侵襲及び異型的増殖の頻度は組

では基底膜は明瞭である。この成績を武藤⑳に従つて　融と密接な関係力：あつて，組織学的に分化の程度の

解釈すると，組織学的に分化の程度の低い腺腫では組　　　低い甲状腺腫には多く，分化の程度の高いものに少な

織の増殖が旺盛である為に，華底膜の形成が不完全で　　い。又基底膜も組織学的に分化の程度が低く，濾胞構
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造の不明瞭なものでは木明瞭で，分化ゐ程度が高く濾　　　nodu正ar　goiters　can　be　surnmerized　，as　follows：
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　　　　　　　　　　ABSTRACT

　　　The　Pathological　study　was　performed　to．

．・1・・ify　the　rel・ti・n　b・tw・en　th・g・pss　a・d．　　　　　tt

microscopic　findings　of　siitiple　nodular　goiter・

The　results　obtained　from　the　．661　simple


